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イ オ ン １ ％ ク ラ ブ 

 

 

日本とミャンマーの高校生４０人が学校生活・文化体験を通じて交流 

ミャンマーで初となる｢ティーンエイジ・アンバサダー｣を実施 
 

 

 グループの主要企業各社で構成されるイオン１％クラブは、１９９０年より日本と海外

の高校生が互いの国を訪問する「ティーンエイジ・アンバサダー事業」を行っています。

これまで１６カ国１,０６４人が当事業に参加し、相互理解を深めてきました。 

今回は、日本の高校生２０人がミャンマーを初めて訪問し、同国の高校生２０人と交流

します。 

 

 ８月２１日（水）より２９日（木）までの期間中、ミャンマーの高校の授業を体験する

ほか、２日間のホームステイなどを通じて互いの文化や価値観について理解を深めます。

また、日本の高校生は、イオン１％クラブの「学校建設支援事業」により建設した小学校

「イオン ガンゴースクール」を訪問し、ミャンマーの子どもたちとも交流します。 

 なお、１０月にはミャンマーの高校生が来日し、日本の高校生と再会してさらに交流を

深めます。 

 

 日・ＡＳＥＡＮ友好協力４０周年となる本年は、「ティーンエイジ・アンバサダー事業」

をミャンマーのほか、カンボジア共和国、ラオス人民民主共和国においても実施しました。 

 さらに、ミャンマーで本年、イオン１％クラブによる「学校建設支援事業」や公益財団

法人イオン環境財団による植樹活動を実施しているほか、同国で学ぶ大学生を対象とした

奨学金「イオン スカラシップ」を開始する予定です。 

 

 イオンは、次代を担う若者が価値観の多様性を理解し、国境を越えて友情の輪を広げて

いくことをこれからも応援してまいります。 

 

記 

１．期 間：８月２１日（水）～２９日（木） 

２．場 所：ミャンマー人民共和国（ヤンゴン、ネピドー、バゴー） 

３．参加者：日本の高校生    ２０人 

      ミャンマーの高校生 ２０人    合計 ４０人 

４．主な日程：２１日（水）集合 

      ２２日（木）オリエンテーション、ウェルカムパーティー 

      ２３日（金）授業体験、文化体験 

      ２４日（土） 

２５日（日） 

      ２６日（月）大統領府表敬訪問 

      ２７日（火）バゴー市視察 

      ２８日（水）「イオン ガンゴースクール」（小学校）訪問、ヤンゴン市視察 

      ２９日（木）解散 

以上 

 

ホームステイ 



ご参考 

 

【イオン１％クラブについて】 

イオン１％クラブは、グループ主要企業各社が税引き前利益の１％を拠出し、環境保全・

社会貢献活動を行う組織として１９８９年に設立されました。「環境保全」「国際的な文化・

人材交流」「地域の文化・社会の振興」の４分野において、国内外でさまざまな取り組みを

行っています。 

 「国際的な文化・人材交流」では、「ティーンエイジ・アンバサダー事業」のほかアジア

の大学生を支援する奨学金「イオン スカラシップ」や教育施設が不足している地域に小学

校を建設する「学校建設支援事業」などがあります。 

 

【イオンのミャンマーでの取り組み】 

２００８年 ミャンマー中南部での大型サイクロン被害への緊急支援金、支援物資寄付 
       緊急災害復興支援金１,０００万円を在日本ミャンマー連邦共和国大使館へ、さらに蚊帳

などの支援物資を被災地へ届けました。 

 「ペットボトルキャップ回収キャンペーン」によるワクチン接種支援開始 
       ペットボトルキャップをリサイクル資源として換金し、ミャンマーの子どもたちのワク

チン接種を支援しています。 

 

２０１２年 ミャンマー学校建設支援募金開始 
       ３カ年計画の初年となる２０１２年は、お客さま募金にイオン１％クラブが同額を拠出

し、合計４,３７８万円を公益財団法人日本ユニセフ協会に寄付しました。 

 

２０１３年 ミャンマー学校建設支援事業１校目「イオン ガンゴースクール」開校（３月） 
       子どもたちと保護者の皆さまに加え日本から１００人のお客さまにも参加していただき、

新しい校舎の完成を祝い、交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バゴー植樹（７月） 
       本年より３カ年計画で、日本とミャンマーのボランティアの方々とともにバゴー周辺で

植樹活動に取り組みます。初回となる本年は、６,０００本を植樹しました。 

 

屋外で勉強する子どもたち         黒板や机のある新校舎で勉強する子どもたち 


